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しかし、そのずっと前から、北山さんには、いろい
ろとお世話になりました。
北山さんは黒子として、人権教育の下支えをして下
さいました。偉大な黒子でした。立派でした。今日の
全国の大学の人権教育の衰退を見る時、あなたが不
在になられたのは、大きな痛手です。
全国の大学の人権機関の機関紙誌で、職員の方が、
このような形で追悼文をささげられた方を、私は寡聞
にして知りません。ましてや私は他大学の人間です。
職員の方は縁の下の力持ちであり、黒子なのです。し
かし、北山さんは、その職員の働きが、機関の生死
を決する大きな役割を果たしていたことを実証しまし
た。大学の人権教育で職員の果たす、果たすべき役
割は、実に大きいものがあります。教員は授業を持っ
ており、各種の会議や委員を務めており、内外の社
会的公務もたくさんあります。人権教育の機関に費や
す時間は、限定されています。そのなかで人権機関の
職員が果たされている役割は、非常に大きいものがあ
ります。
私は昨年70 歳となり、退職しました。今春、退職
される予定の北山さんと一緒して、ゆっくりと残りの
人生を歩みたい、と思っていました。
しかし、もうこの世では北山さんとお会いすること
はできません。でも近々、北山さんのいる所から、お
呼びがかかるはずです。私が北山さんのいる場所にま
いりましたら、今度は二人で、のんびりと、関西学院
大学やその周辺を見下ろしながら、これまでお互いに
忙しくして、出来なかった話しや、いろんな四方山話
を尽きることなくしたいと思っています。北山さんは亡
くなられても、私たちの心に深く生きています。北山
さん、長い間、ほんとうにお疲れ様でした。ありがと
うございました。深く感謝しています。ご冥福をお祈
りします。
